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1.  平成24年3月期第1四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第1四半期 4,846 △4.1 △400 ― △417 ― △512 ―

23年3月期第1四半期 5,054 △2.1 △392 ― △403 ― △429 ―

（注）包括利益 24年3月期第1四半期 △451百万円 （―％） 23年3月期第1四半期 △445百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第1四半期 △44.44 ―

23年3月期第1四半期 △37.24 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第1四半期 17,950 4,969 27.7
23年3月期 18,201 5,478 30.1

（参考） 自己資本   24年3月期第1四半期  4,969百万円 23年3月期  5,478百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 0.00 ― 5.00 5.00

24年3月期 ―

24年3月期（予想） 0.00 ― 5.00 5.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 14,300 0.4 145 15.9 100 26.7 85 66.5 7.38
通期 30,000 2.9 435 9.7 350 3.2 260 2.3 22.56



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法
に基づく四半期報告書のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が発表日現在において入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づい
ており、実際の業績等は、今後様々な要因によって予想値と異なる場合があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項
等については、添付資料３ページ「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期1Q 11,540,180 株 23年3月期 11,540,180 株

② 期末自己株式数 24年3月期1Q 17,598 株 23年3月期 16,759 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期1Q 11,523,061 株 23年3月期1Q 11,526,130 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災が甚大な影響を及ぼし、経済活動にも大幅な混

乱が見られました。その後は各方面の迅速な復旧努力によって、おもに輸出関連産業を中心として企業収益の改善

が見られ、個人消費にも持ち直しの動きが見える一方で、雇用及び所得情勢に本格的な改善が見られず、全国的に

波及した電力供給の不安もあいまって、景気の先行きには不透明感が残っております。 

住宅業界におきましては、震災により住宅資材の供給に一時的に大きな影響がありましたが、当社グループ（当

社及び連結子会社）の営業エリアである中国地区におきましては震災の影響は比較的軽微であり、当第１四半期連

結累計期間の新設住宅着工戸数は全体で８千５百戸（前年同期比2.0％増）と回復基調は堅調な動きとなっている

ものの、主力である持家市場は４千戸（前年同期比3.3％減）と依然持ち直しの動きは弱いものとなっておりま

す。 

こうした状況の中、当社グループは平成23年２月に策定いたしました「新中期経営計画」の達成に向けて、各地

において新商品現場発表会「ウチ・コレ発表会」や「いえ・まちフェスティバル」を開催するなどの積極的に販売

促進活動を行うとともに、環境配慮の一環として太陽光発電住宅の促進のための「ＥＣＯな暮らし応援」や既存住

宅向けの「リフォーム資金３３０万プレゼント」のキャンペーンを開催し、受注拡大に向けた取組みを推進してま

いりました。 

また、「ＭＲＤフォーラム」を開催し、地元の不動産会社との提携を再強化するための活動にも注力してまいり

ました。 

これらの活動の結果、当連結会計年度の業績は売上高は4,846百万円（前年同期比4.1％減）、営業損失は400百

万円（前年同期は392百万円の営業損失）、経常損失は417百万円（前年同期は403百万円の経常損失）、四半期純

損失は512百万円（前年同期は429百万円の四半期純損失）となりました。 

各セグメントの業績は次のとおりであります。 

①住宅請負事業 

住宅請負事業部門の売上は、戸建住宅（木質、鉄骨、ＭＪ－ｗｏｏｄ）と、賃貸用のアパート等の請負による

ものであります。 

当第１四半期連結累計期間は、東日本大震災の影響により住宅部材調達に混乱がありましたことから、減収・

減益となりました。 

この結果、売上高は2,111百万円（前年同期比25.1％減）、セグメント損失は187百万円（前年同期は265百万

円の損失）となりました。 

②分譲事業 

分譲事業部門の売上は、建売分譲住宅、住宅用地の販売及び中古再生事業によるものであります。当第１四半

期連結累計期間は、ニーズの高い30歳前後の子育てファミリー向け分譲住宅に積極的に取り組むとともに、中古

再生事業を戦略事業と位置づけて拡大を図りましたこと等により、増収となりましたが、経費の増加等により減

益となりました。 

この結果、売上高は1,490百万円（前年同期比28.1％増）、セグメント損失は47百万円（前年同期は9百万円の

損失）となりました。 

③ホームイング事業 

ホームイング事業部門の売上は、増改築、インテリア、エクステリアなどの請負によるものであります。当第

１四半期連結累計期間は、人員の増強を実施し、エコリフォーム（太陽光発電、断熱、省エネ家電等）を中心と

したキャンペーン展開などにより、増収となりましたが、経費の増加等により減益となりました。 

この結果、売上高は984百万円（前年同期比16.3％増）、セグメント利益は31百万円（前年同期比21.0％減）

となりました。 

④その他事業 

その他事業部門の売上は、借上アパートの転貸による家賃収入や不動産の仲介料収入及び損害保険の代理店収

入などによるものであります。当第１四半期連結累計期間は、仲介料収入の増加などにより、増収となりました

が、経費の増加等により減益となりました。 

この結果、売上高は258百万円（前年同期比15.1％増）、セグメント損失は33百万円（前年同期は11百万円の

損失）となりました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報



（２）連結財政状態に関する定性的情報 

資産、負債及び純資産の状況 

当第１四半期末の資産は前期末と比較して251百万円減少しました。これは主に未成工事支出金・未成分譲支

出金が合わせて896百万円、その他の流動資産が263百万円それぞれ増加し、一方で現金預金・分譲土地建物と投

資その他の資産が合わせて1,414百万円減少したことによるものであります。 

負債は、買掛金・工事未払金等の仕入債務が839百万円、引当金が168百万円それぞれ減少する一方、未成工事

受入金が882百万円、長期借入金が391百万円それぞれ増加したこと等により、前期末と比較して258百万円増加

しました。 

純資産は、主に利益剰余金の減少により、前期末と比較して509百万円減少しました。 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要

因によって予想数値と異なる場合があります。なお、平成24年３月期の第２四半期累計期間及び通期の業績予想に

つきましては、平成23年５月13日発表の平成23年３月期決算短信の予想数値から変更はございません。 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 

２．サマリー情報（その他）に関する事項



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成23年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 3,327,949 2,563,844

完成工事未収入金 120,752 122,339

売掛金 2,053 1,548

分譲土地建物 5,888,563 5,491,989

未成工事支出金 1,179,497 1,942,908

未成分譲支出金 1,139,187 1,272,113

貯蔵品 6,613 5,852

その他 655,233 918,341

貸倒引当金 △11,710 △2,454

流動資産合計 12,308,140 12,316,482

固定資産   

有形固定資産   

建物・構築物（純額） 784,439 771,634

土地 3,814,026 3,910,821

その他（純額） 112,276 24,798

有形固定資産合計 4,710,742 4,707,254

無形固定資産 51,530 49,561

投資その他の資産   

その他 1,157,089 903,105

貸倒引当金 △26,392 △26,373

投資その他の資産合計 1,130,696 876,731

固定資産合計 5,892,968 5,633,547

資産合計 18,201,109 17,950,030



（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成23年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,581,058 1,210,924

工事未払金 1,286,895 817,709

分譲事業未払金 58,483 40,730

短期借入金 4,874,750 4,884,092

未払法人税等 39,106 5,279

未成工事受入金 1,765,279 2,647,439

引当金 365,372 197,175

その他 936,907 975,702

流動負債合計 10,907,854 10,779,052

固定負債   

長期借入金 1,079,600 1,470,608

退職給付引当金 351,833 368,626

役員退職慰労引当金 59,500 47,050

その他 323,391 314,982

固定負債合計 1,814,325 2,201,267

負債合計 12,722,180 12,980,319

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,369,850 1,369,850

資本剰余金 886,598 886,598

利益剰余金 3,276,004 2,706,189

自己株式 △3,768 △3,948

株主資本合計 5,528,684 4,958,689

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △49,755 11,022

その他の包括利益累計額合計 △49,755 11,022

純資産合計 5,478,928 4,969,711

負債純資産合計 18,201,109 17,950,030



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

売上高 5,054,896 4,846,068

売上原価 4,180,047 3,937,819

売上総利益 874,848 908,249

販売費及び一般管理費 1,267,644 1,309,192

営業損失（△） △392,796 △400,943

営業外収益   

受取利息 7,569 4,476

受取配当金 2,910 2,870

受取手数料 2,846 5,007

その他 7,662 6,750

営業外収益合計 20,989 19,104

営業外費用   

支払利息 29,586 27,546

和解金 272 7,847

その他 1,516 171

営業外費用合計 31,375 35,566

経常損失（△） △403,182 △417,405

特別利益   

貸倒引当金戻入額 18,234 －

特別利益合計 18,234 －

特別損失   

固定資産除却損 － 5

投資有価証券評価損 2,302 84,364

ゴルフ会員権評価損 1,583 708

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 29,375 －

特別損失合計 33,262 85,078

税金等調整前四半期純損失（△） △418,210 △502,483

法人税、住民税及び事業税 4,396 4,367

法人税等調整額 6,667 5,346

法人税等合計 11,063 9,714

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △429,274 △512,198

四半期純損失（△） △429,274 △512,198



（四半期連結包括利益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △429,274 △512,198

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △16,152 60,777

その他の包括利益合計 △16,152 60,777

四半期包括利益 △445,426 △451,420

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △445,426 △451,420



該当事項はありません。 

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用） 

当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。 

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日  至平成22年６月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１．セグメント利益の調整額△145,929千円には、セグメント間取引消去△4,628千円、各報告セグメントに配

分していない全社費用△141,301千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない

本部所属の管理部門に係る費用であります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。  

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日  至平成23年６月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１．セグメント利益の調整額△164,162千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全

社費用は、主に報告セグメントに帰属しない本部所属の管理部門に係る費用であります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）追加情報

（５）セグメント情報等

（単位：千円）

  

報告セグメント

合計
調整額 
（注）１ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）２ 

住宅請負事
業 

分譲事業
ホームイン
グ事業 

その他事業

売上高               

外部顧客への売上高  2,819,136  1,163,923  846,830  225,006  5,054,896  －  5,054,896

セグメント間の内部
売上高又は振替高  4,508  －  －  119  4,628  △4,628  －

計  2,823,644  1,163,923  846,830  225,125  5,059,524  △4,628  5,054,896

セグメント利益または

セグメント損失（△） 
 △265,928  △9,099  40,141  △11,979  △246,866  △145,929  △392,796

（単位：千円）

  

報告セグメント

合計
調整額 
（注）１ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）２ 

住宅請負事
業 

分譲事業
ホームイン
グ事業 

その他事業

売上高               

外部顧客への売上高  2,111,879  1,490,658  984,570  258,961  4,846,068  －  4,846,068

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

 －  －  142,647  284  142,932  △142,932  －

計  2,111,879  1,490,658  1,127,218  259,245  4,989,001  △142,932  4,846,068

セグメント利益または

セグメント損失（△） 
 △187,559  △47,116  31,728  △33,833  △236,781  △164,162  △400,943



該当事項はありません。 

該当事項はありません。 

生産、受注及び販売の状況 

①生産実績 

当社グループでは、生産実績を定義することが困難であるため、「生産実績」は記載を省略しております。 

②受注状況 

当第１四半期連結累計期間における受注状況をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

（注）１．上記金額には、消費税等は含まれておりません。 

２．前期以前に受注した工事で請負金額が変更となったものについては、受注高にその増減を含めてお

ります。 

３．ホームイング事業及びその他事業については、施工期間が短く繰越工事量が少ないため、受注高は販

売実績により表示しており、受注残高については表示しておりません。 

③販売実績 

当第１四半期連結累計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

（注）１．上記金額には、消費税等は含まれておりません。 

２．セグメント間の取引については、相殺消去しております。 

３．当社グループの属する住宅業界における季節的要因として、新学期・新年度を控えた２～３月度に売

上が集中する傾向があります。これにより第１四半期の売上高は、他の四半期に比べ相対的に低い水

準となっております。 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（７）重要な後発事象

４．補足情報

セグメントの名称 

当第１四半期連結累計期間 
（自  平成23年４月１日 
至  平成23年６月30日） 

受注高（千円）
前年同四半期比

（％） 
受注残高（千円） 

前年同四半期比
（％） 

住宅請負事業  4,418,287  101.3  10,955,042  131.5

分譲事業  1,508,940  83.7  1,299,171  107.0

ホームイング事業  984,570  116.3  －  －

その他事業  258,961  115.1  －  －

合計  7,170,759  99.1  12,254,214  128.4

セグメントの名称 
当第１四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日 
至  平成23年６月30日） 

前年同四半期比（％）

住宅請負事業（千円）  2,111,879  74.9

分譲事業（千円）  1,490,658  128.1

ホームイング事業（千円）  984,570  116.3

その他事業（千円）  258,961  115.1

合計（千円）  4,846,068  95.9
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